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平成２２年１１月１９日（金）、渋谷清掃工

場４階見学者説明室で、第１回区民との意見交

換会（以下「意見交換会」という。）を開催し

ました。 

この意見交換会は、清掃一組の事業運営に対

する区民の関心や理解を深めるとともに、区民

の意見や要望を聴取し、区民との活発なコミュ

ニケーションを図る取組として行うものです。 

清掃一組はこれまでに一般廃棄物処理基本計

画におけるパブリックコメントの実施、廃プラ

スチックのサーマルリサイクル実証確認結果の確認等検討委員会（以下「実証確認検討委員会」

という。）への区民委員（公募）の参加等、区民参加の場を設けるとともに、年間を通じホーム

ページ上で事業運営に関する情報提供を行ってきました。 

しかし、実証確認検討委員会において区

民委員からは、区民が参加する機会を設け

たことに対する評価とあわせ、継続的な区

民参加の場の設置についての要望が出され

ていました。また、区民団体が主催するシ

ンポジウム等への職員参加の要請も多く寄

せられていました。 

今回の意見交換会は、水銀混入ごみの搬

入をテーマに行われました。 

本間総務部長による開会あいさつの後、

区民との意見交換会を開催しました 

清掃一組だより 
東京二十三区清掃一部事務組合は、 

循環型社会の形成を目指しています。 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/ 

区民との意見交換会の流れ 

◆開会あいさつ 

総務部長 本間 敏幸 

◆基調講演 

「水銀をとりまく現状及び将来の動向」 

 京都大学大学院准教授 高岡 昌輝 

◆清掃一組からの説明 

「水銀混入ごみによる清掃工場の停止」 

 施設管理部技術課長 大塚 好夫 

「再発防止対策」 

 施設管理部管理課長 山田 裕彦 

◆区民との意見交換 
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基調講演として、廃棄物処理やごみ焼却

処理に関わる残留性有機汚染物質（POPs）

の制御等に関する調査の研究者で、昨年

度は実証確認検討委員会の学識経験者委

員を務めていただいた、京都大学大学院

工学研究科の高岡昌輝准教授から、「水

銀をとりまく現状及び将来の動向」につ

いて、お話をいただきました。 

基調講演の後、清掃一組からの説明と

して、はじめに、大塚技術課長から「水

銀混入ごみによる清掃工場の停止」につ

いて、清掃工場における水銀除去の仕組

みと今回の水銀ごみ混入問題における発生事象と復旧作業、そして今回の事象を踏まえた今後の

対応について説明を行いました。 

次に、山田管理課長から「再発防止対策」について、搬入物検査の強化や、持込ニュース等に

よる事業者向けの周知徹底や、不適正搬入防止検討委員会の設置による２３区との連携の強化な

どが説明されました。 

休憩を挟んで、区民との意見交換を行い、今回の水銀問題に関して日ごろから疑問に感じてい

た点や、今回の講演や清掃一組からの説明を踏まえて感じたことについて御質問や御意見を承り、

４人の説明者（総務部柳井企画室長、施設管理部山田管理課長、大塚技術課長、塚越副参事）が

答える形式で行われました。 

最後に基調講演をいただいた高岡准教授から、区民と清掃一組が会合し意見交換を行うことは

有意義であり、また清掃工場に連続水銀計を設置している自治体が少ない中、清掃一組の多くの

工場では２か所に連続水銀計を設置してお

り、ろ過式集じん器の後でモニターし、洗

煙の後でコントロール可能となることから、

環境対策は他地域よりも進んでいるといっ

た講評をいただきました。 

今後の意見交換会について、本年度は２

～３月ごろにあと１回行う予定となってい

ます。意見交換会の結果や今後の予定等は、

清掃一組ホームページでも公表することと

しています。 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/ 

清掃一組    検索 

意見交換における主な御質問・御意見 

 区民との意見交換会は今後どのように開催するの

か。 

 水銀濃度計はどのように設置され、どのように管理

されているのか。 

 原因について排出者、ごみなどの特定はできなかっ

たのか。 

 廃プラスチックのサーマルリサイクルの実施により

分別が悪くなっていると思うが関連についてどのよ

うに考えているか。 

 不適正搬入についてどのように対応しているのか。 

 情報の透明化、共有化をしっかり図るとともに積み

上げたデータを詳細に分析して活用するべき。 

区民との意見交換の様子 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/

